『仏陀銀行』の実践とBNN by 本多 靜芳










近代 の原 理 が抱 え る問題 を、 次 の言葉 を通 して提 起 したい。
一九二〇年代に初版 となる『パパ ラギ～はじめて文明を見た南海の
酋長 ツイア ビの演説集』 (エー リッヒ・ シ ヨイルマ ン編、岡崎照男
訳、立風書房)と い う書で、サモア諸島ウポル島の酋長ツイアビが、
二〇世紀初頭 ヨー ロッパ を巡 り、西欧文化 と生活様式について知 り
えた知識 を故郷の島の人び と語 りかけている内容 とその視点は今 も
現代の私たちの生 き方 を揺 さぶる。
「おまえたち、明敏 なわが兄弟 よ、わたしたちはみな貧 しい。太




だがしかし !お まえたちの 目を見、それ を金持ちのア リイ (紳
士・男)の 日と比べ るな ら、彼 らの 目はかすみ、 しぼみ、疲れて
いるが、おまえたちの 日は大いなる光 りのように輝いている。喜
びに、力 に、いのちに、そして健康 にあふれ、輝いている。おま


























































































あふれ るほどの食物があ り、彼 とアイガ (家族)が一年食べても
食べきれないほどでも、食べ るに物な く飢 えて青 ざめた人を探 し
に行 こうとはしない。 しかもた くさんのパパ ラギが飢 えて青 ざめ
て、 そこにいるのに。」 (p.73)
は じめに
近代化 とは、 自らの内にある貪 りの心を、 コン トロール可能な経
済原理 を形成す ることで暫定的 に容認 し、 自我の欲望の満足 を発
展・展開 させてきた。 しか し、仏陀の教 えに生 きようとす るとき、
その原理が内包 し又、統御不能 になっている現実問題 に気づき、そ
れを批判 し、新 しい原理 を掲 げるとい う形で、共生の可能性 と実践
を生み出してい く道が求められ る。
本稿は、現在、仏教の縁起の視点か ら、アジアの諸地域 (カ ンボ
ジアで三カ所、 タイで一カ所、低賃金労働者 に向けて、登録者数
3000名 以上、小規模融資は 45例 )で小規模金融 をもとに『仏陀銀行』
を展開している日蓮系仏教僧侶、井本勝幸上人の活動 を紹介 し、上
記の道 を求めることを本 旨とす る。井本師は、アジアに広がる仏教
徒のネ ッ トワー ク 「四方僧伽」で、普 く人々に幸福 をもたらす経済
のあ り方 を追及 し、現地で人び とに寄 り添 う活動を展開 している。
なお、 この論考は、二〇〇九年一月十 日、「宗派 を超 えてチベ ッ
トの平和 を祈念す る僧侶の会 (以 下、SS)」 関東 ブロックで井本師
を講師に迎 えた築地本願寺での講演会 「国際チベ ッ トサポー ト会議
の報告 。仏教経済学概論」 と、同年十月一 日、慶應義塾大学におい
て BNNの 主催 によつて行われた第二回公開セ ミナー 「仏教者の実

















































て井本師が参加)な どをもととして仏陀銀行の今 を把握 しようとす
るものである。
なお、「宗派 を超 えてチベ ッ トの平和 を祈念す る僧侶の会」 (SS)
とは、その趣 旨を 「ブッダの叡智が息づ く聖地、チベ ッ トに平和 を」
と掲 げ、次のような活動 をす る仏教者の集いである (同 会チラシよ
り。なお、筆者 は創立時 よ り幹事 として関わる)。
私たち「宗派 を超 えてチベ ッ トの平和 を祈念す る僧侶の会」は、
今 日、中国政府の下で、チベ ッ ト人の生命、文化、民族性 を含む
アイデンティティすべてが消滅の危機 に瀕 していることを深 く憂
慮 し、ブッダの大悲に根 ざす正当な怒 りによって、その是正を強
く訴えます。
チベ ッ トでの弾圧が、人類の叡智の結晶 ともいえるチベ ッ ト仏
教への蹂躙 として進行 している現在、チベ ッ ト問題 は、わたした
ち人類全体が直面 している 「慈悲 (愛・憐れみ 。仁)の危機」 を
象徴 しているのではないでしょうか。
とす るなら、チベ ッ ト問題の克服 とは、人間性 を踏みにじる物
質主義が謳歌す る現代世界 に、慈悲の価値 を再びよみがえらせ る
ことにほかな りません。 これ らは、 日本社会における弱者、 自殺
やい じめ問題の解決、世界各地 に蔓延す る暴力 と格差 と貧困の克
服への道 と、深 く重な り合 うものです。
こうした視点か ら、私 たちはダライ 。ラマ14世 の提唱す る非暴
力 と対話 による解決 を支持 し、慈悲の精神 をもって問題の平和的
な解決 に取 り組みます。私たち 日本人僧侶は、 ここに宗派 を超 え
て結集 し、チベ ッ トにおける真の平和 と自由を実現 してい くこと
を強 く求めます。
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一方、 BNNと は、仏教NGOネ ッ トワー クの略であ り、事務局
を置 き、様々な仏教NGOを 統合 し、国際協力活動 をする超宗派の
組織である (筆者は、同組織の企画委員 を委嘱 されているものであ
る)。 その活動内容は、そのHPに よると以下の通 りである。
1.会員相互や関係団体同士の親睦 と研鑽 を深め、国際協力 を学
ぶために年 3回 のセ ミナーを開催。
2.国 内外で起 こる災害等の緊急援助の支援。
3.日 本の仏教 NGOの 活動や存在 を広 く国内外 にア ピールす る
ために仏教 NGOの ダイ レク トリー を作成。
以上のほかに、近い将来、国際問題やNGO活動に関す る情報 を
提供す るデータベースな どの機能 を設ける予定。
この会は、仏教 を基盤 に活動す る組織及び個人 を対象 として、
次のような会員 によつて構成 され る。
1.仏教NGO。
2.国際協力活動 を行 う、あるいは国際協力活動 を支援す る仏教
教団、仏教連合体。
3.国際協力活動 を行 う、あるいは国際協力活動 を支援す る仏教
寺院および教会。
4。 国際協力活動 を行 う、あるいは国際協力活動に関心のある仏
教者。
この論考は現在進行 中の仏陀銀行の営みを捉 えようとするもので
あ り、決 して固定的で客観 的な評価や数値 を示す ものにはな らな
い。 しかし、人間の営み として作 り上げた近代の構造 を問い直す と
い う視点 を抱 えるものであ り、そのまま、私たちの経済活動を仏教














































特 に、二〇〇八年、アメ リカか ら始まった世界的な金融危機 は、
グローバ リズム と経済原理が世界の人び とを巻 き込む問題だとい う
ことを改めて確認 させ られた。 しかも、グローバ リズムは、元々、「大
国による搾取や抑圧や侵略 とい う形」で存在 していたといわれてい
る。
(1)「




面に後退不能な影響 を与えている状況だ と思われ る。そして、その
原理 に立って無明の上に貪 りを続 けようとす る者 とは、仏の眼か ら
すれば、対象的に誰かであると措定 し、批判 してい くではな く、 こ
の私 自身が近代主義の中で、その営みを望みつつ、また、それ を生
きていることが見抜かれ るか らである。
一、 BNNの 理念 と慈悲
BNNと は、紛争や貧困、環境等 とい う形で、絶えず作 られ る人
間の苦の現実 を仏教 によって課題 にした様 々な仏教者 のNGOネ ッ
トワー クである。以下、 BNNの 設立の趣 旨を同会の資料 をもとに
紹介す る。
「紛争や貧困、そ して環境等の諸問題 とい う形で絶 え間な く立
ち現れ る苦の現実。 ここにあつて人 と人 との顔が見える関係 を基
に、苦を共に担い、慈 しみを実践 しようとす る多 くの仏教者がい
ます。また、様 々な民族・宗教 。文化の違いを超 えて理解 し合お
う、尊重 し合お うとす る仏教系NGOの取 り組みがあ ります。それ




















二〇〇九年十月一 日のBNN主 催の第二回公開セ ミナーは、「仏
教者の実践に活かす経済学知識～『仏陀銀行』の実践～」と題して、







































































































































































































示 し、仏陀銀行 とは四方僧伽の具体的顕現 としての展開をしてい
るといえるだろう。では仏陀銀行 とはいかなる営みなのか、「四方
















・世界市民通貨 (地域通貨)=BD(ボ ーデイー)の メリットは ?
仏教が縁を取 り持つ仏陀銀行は、新たな世界規模の消費者運動 と
して、最終的にパワーだけがモノを言つて弱国・弱者を抑圧する不
条理な国際政治に対 し、グローバル・ボイコット (一斉不買運動 )




















































・預金者のメ リッ トは ?
●仏陀銀行が世界各地で実施す る個々人～コミュニティーの自立を
支援す る無利子の小規模融資 (マ イクロ 0ク レジッ ト)事業に充
てられます。
● ご預金 を解約 されない限 り、受益者か ら返済 された返済金は次の
自立支援への融資へ と循環的に使われ ることにな ります。 (ご希
望の支援先 を指定す ることもできます。)
●それは新 しい国際協力のかたち、地域の活性化のかたち、次世代
と地球の環境 を守ろ うとす る人の道 にかなった循環型経済圏づ く
りへの貢献です。





以上のように説明 され、その具体的な運用 を次のように示 してい
る。
。世界市民通貨 (BD)と 小規模融資 (マ イクロ・クレジッ ト)に
ついて
●世界市民通貨 (超 0地域通貨)に ついて
単位 :ボーディー (BOdhi、 BD、 菩提 )
換算基準 :lBD=1円 。但 し、換金は不可
様体 :紙幣 もコイン (硬貨)も 不使用。通帳のみ を使用。 (偽造
の不可、通帳 =メ ンバー証 )
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利用方法
。個々人の職能 を (通帳 を通 して)相互 に交換 し合 う。 (交換 リ
ング形式)個々人の提供できる職能 と提供 して欲 しい職能 を リ
ス ト化 して広報す る。
。リス トには個々人の職能 リス ト・連絡先 を明記す る。
。価格は 2者問合意。 (銀行は必要に応 じて仲介する)(本目殺原理
=ゼ ロ・サム理論 =空 )
・取引は相互 に通帳に差 し引き合計金額 を記述 し、サインす る。
・取引後 に 「仏陀の銀行」 に報告す る。
・職能提供 を受けるだけで、 自らの職能提供が行われない場合、
1週 間ごとにマイナス総額の 10%分 を国家通貨 (現金)で返
済す る義務 を課す。 (「 ゲゼル理論 =マ イナス利子」の応用 )
※一方的な利用のみの参加 を防止す る。
これは同時にBDの 消費を奨励す ることにもなる。
・BD通 貨利用者のみが、後述 の小規模融資 (国 家通貨+BD)を
利用す ることができる。
。銀行員はBD利用者 を増やす ことを主な仕事 とす る。 (職能力の
増加 =高度な自給へ )
効能・効果
・コミュニテイーの 自立 (グ ローバ リゼーシ ョン経済に対峙する
高度な自治 )
。国家通貨への依存度の低減 (家計のセーブ)
。誰 もが地域作 りに参加 できる (高 齢者、失業者、引きこも り、
学生、主婦 etc)
。非匿名性 による顔の見える地域作 り (モ ラル・ハザー ド
ヘの抵
抗 )



















































二〇〇九年一月十 日、SS関東 ブ ロックで、同会幹事である井本
勝幸氏を講師に迎え、浄土真宗本願寺派築地別院にて講演会 を開催
した。テーマは 「国際チベ ッ トサポー ト会議の報告・仏教経済学概
論」 である。 SSの HP(http://― .supersamgha… jp/2009/02/post-15.
html)に よれば、
チベ ッ ト問題 を始め、世界各地で止むことを知 らない紛争の背景
には、現状の経済システムがある。貨幣経済が隅々まで行 き届 く
一方で、貧困層の固定化が進み、教育チャンスか ら排除される人々
を生む。追い詰められた貧困層は、 よ り低賃金、 よ り悪環境へ と
追い詰められ、暴力やエイズの誘引など負の連鎖 を招 き続けてい
る。 こうした貧困層 を拡大 し続 けることで成 り立つ現在の世界経
済のあ り方 とチベ ッ ト問題 は決 して無縁ではない。む しろ、今 日
の経済のあ り方、金融資本 のあ り方、市場経済のあ り方の中に、
チベ ッ ト問題 をはじめ とす る世界各地の紛争の根つこがあるので
は
'熱 ヽか 。
『苦 しみの因を問 う』 ことを基本的な姿勢 に持つ仏教徒 として、
社会の仕組みが苦 しみの多 くを生み出 しているのではないか、 と
の気づきか らこの苦の原因を探 り、そのような苦 しみを生み出す
システムか らの脱却 を目指す ことは、大切なことではないだろ う
か 。
そこで、あらためて 「チベ ッ ト問題の解決のためには、いったい
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そのために、 こうしたあ り方 を問いにせず、現在の金融市場 をそ
のままにして被援助国に開発のためだ といって経済的な支援 を行 う
ことは、一時的な富の移行 を貧困社会にもたらしても、結果 として
現在の金融市場 を温存 させ、かえって従来通 りの富の偏在 に無意識
の うちに加担す ることになる罪作 りなことに過 ぎない とい う。
○アジアの経済 システムを見つめる
経済システムその ものを問いにしないままで、NGOや 、経済
的に金融支援 にボランティアとして関わることは、 こうした理 由に
よって、根本的な問題解決 をもた らす ものではな く、現在の金融市
場主義 を再補填す るのに過 ぎない とい うのが井本師の主張である。
この主張は、現在、一般的なNGO活 動 をしている諸団体などに
とつて、い ささかシ ョッキングなものである。 しかし、政府主導の







多 くの人び とが、ほんの少 しの借金 を形 (か た)に、生涯 に亘って
その返済に振 り回されているとい う。そ うしたアジアの現実に直面
した師が、新たに主張 し立ち上げたのが仏陀銀行である。
それは、西欧金融市場が投機的な虚構 の経済 を展開 して、農耕、
漁業、林業、手工業など、第一次産業 とい う現実的な人間の営みに
対 して融資をす ることで、利 を受けるべ きであるそれ ら第一次産業


































































































もつとも、塩沢教授 によれば、 この利子 こそが近代経済における
妥当な概念であ り、それが経済的な進展 と文化の享受を担保 してき
たと主張 し、ある意味で井本師 と塩沢氏両者の立場が主張す る問題
点は全 くの平行線であるといえる。 とすれば、 これは世界認識、人
間観の問題 に帰結せ ざるを得ないか らこそ、 この近代の経済を問題
にす ることはそのまま宗教問題 として、つま り人間の生 き方そのも
のに帰るといえよう。
さて一方、東洋の発想は、主客二元 とい う分別の論理 を見据 えつ
つ も、なお、 自他一体の縁起の論理がもとにある。 このことは端的
に、明治維新以降、 日本 に自然 とい う視点が生まれたことにもその
問題性の背景が伺 える。明治以前、もともと自然 と書いて 「じねん」
と呼ぶのが、 日本では一般的であった。
その自然は、 ものごとが縁起 によつて 自ず とそ うなっていること
を示す言葉である。明治以降、海や山などを自分を離れた対象的で
客観的な自然 (し ぜん)と して受けとめる感覚を日本人は受容 して
きたが、それ以前は自他一体の縁起観がもとになっていたといえよ
う。アイヌ民族の言葉でも対象的な自然 (し ぜん)と い う概念 を示
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す単語そのものはなかつた とい う。
私が、井本師の提起 している経済システムか ら類推す るのは以下
の通 りである。私 たちは今 まで、西洋の主客二元の論理か ら生 ま
れた経済を当た り前にしてしまっている。 しかし、私 とあなたは同
じいのちを分け合って生きている、そして、今お互いがお互いのい
のちを生きているか ら、たまたま貸借関係 とい う経済的な縁が成 り
立っていると受けとめるのが 自然で、理 にかなつている。
仏陀銀行では基本通貨単位をボーァィ (目 覚め)と 呼び、利子の
代わ りに貸出し金の一割を地方で通用するチケット (地 域通貨)と
して返還す る。それによつて、地域での具体的な「はたらき」(職能 )
をや り取 りするとい う経済行為 を提唱 している。
例えば自転車屋ならその技術を、マッサージの上手な人はその技
術を金利の代わ りとして、すなわち地方通貨 として返済に充てるの
だ。そして、 これ らのや り取 りが結果 として地域の経済循環 を活発
化 してい く。つま り地域経済においては、小規模融資の方が、経済
市場原理融資 (金利 を前提 とした金融活動)よ り、縁起 している社
会に適合 した金融であるとい う理解だ。
さらにこの銀行 を提唱 し地方のサ ンガ (共同体)内 での経済循環
社会を目指そ うとす とき、大変有用な既存の信用組織が寺 とい う仏
教文化 を中心 とした檀家制度 とい う職能集団であ り、それが持つて
いるネ ッ トワー クが、非常に有効な手段 となっているとい う。
仏陀銀行の提唱は、私たちの生 き方の置 き場所 を経済価値の生き
























































浩師が、2009年 1月 第17号 「所報」 に、「資本主義 を暴走 させ ない
ために～教学は何ができるか」 とい う大変興味深い提言 をされてい
た。 この教学 とは無論、仏教の教学である。
その要 旨は、今の人減 らしが当た り前 とい う今の状況 を見 ると
き、今までのあ り方か ら現在の対策に至るまで 「釈然 としない とこ
ろがある」 とい う。
つま り日本の輸出産業ひ とつ をとっても、円安 。ドル高の恩恵を
受け、 さらに低い公定歩合が後押 ししてきた。 ところが世界的な経
済危機の折、デフレ対策 といわれなが らも、政府が安い公定歩合で
輸出産業 を保護 した結果、昨年 (08年)末は、不況 。円高を理 由
に経営者たちは首の切 り放題 となった。そして非正規社員 となった
のは自己責任 と主張す るけれ ど、彼 らは人件費の安い外国企業に対
抗す るコス ト抑制の犠牲ではないか と長谷川師は指摘す る。
そしてさらに円高バブルは、やがてはじけると十分に予想 されて
いたにも関わ らず、昨年末 (08年 )、 首 を切 られた社員 には寮で
過 ごさせ る費用す ら残 つていない とい うが、それまで何千億 円、何
兆円とい う営業利益はどこにいったのか と長谷川師は憤慨す る。そ
して、彼 らを税金で面倒 を見なければならない とい うのももつとも
だけれ ど、今のような理 由で釈然 としない とい うのである。
師は、 この問題は、かつて、資本主義か社会主義か と議論 された
が今は、暴走資本主義か修正資本主義か とい う選択になっていると
い う。前者の大企業経営者の思いのままだと、下請け会社 と労働者
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